様式第1号　　　　   消防用設備等の設置計画書　　　       　（正）
　（棟ごとに作成してください。）

	建築主
	住所
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　　　電話

	代理人氏名
	     　　㊞　           建築士事務所  電話

	敷地の地名地番
	
	

	用途
	　　　　　　　　　　　（※　　　）項
	
	種別
	品名・数量・出力・内容等

	
	
	貯蔵取扱等
	危険物
指定可燃物
高圧ガス

毒物・劇物

発電設備

変電設備
	

	工事種別
	
	
	
	

	構造
	耐　火・木造
準　耐・その他
	
	
	


	内装制限
	建築基準法　　　　消防法　　　　なし
	
	
	

	敷地面積
	　　　    ㎡
	建築面積
	　　    　㎡
	竣工予定日
	　 　年   月　　 日

	階別
	
	
	
	
	
	合計

	床

面

積
	申請部分
	
	
	
	
	
	

	
	申請以外の部分
	
	
	
	
	
	

	
	合計
	
	
	
	
	
	

	用途
	
	
	
	
	
	

	消防用設備等
	消火器
	
	
	
	
	
	

	
	屋内消火栓
	
	
	
	
	
	

	
	自動火災報知設備
	
	
	
	
	
	

	
	非常ベル等
	
	
	
	
	
	

	
	放送設備
	
	
	
	
	
	

	
	誘導灯
	
	
	
	
	
	

	
	避難器具
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	有窓無窓の別
	
	
	
	
	
	

	防炎物品の使用
	
	
	
	
	
	

	備考
	

	
	

	
	

	※審査
	

	
	

	
	

	※受付
	　   　年　 　　月　 　　日　篠消建第　　　 　号
	※同意
	　 　　年　　 月　　　日第　　　 号

	※
決

裁


	審査の結果、上記のとおりですので（同意、不同意、返送）してよろしいか。



	
	
	担当者　　　  　　　　　   ㊞


※印のある部分は記入しないでください。
様式第1号　　　　   消防用設備等の設置計画書　　　       　（副）
　（棟ごとに作成してください。）

	建築主

	住所
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　　　電話

	代理人氏名
	     　　㊞　           建築士事務所  電話

	敷地の地名地番
	
	

	用途
	　　　　　　　　　　　（※　　　）項
	
	種別
	品名・数量・出力・内容等

	
	
	貯蔵取扱等
	危険物
指定可燃物
高圧ガス

毒物・劇物

発電設備

変電設備
	

	工事種別
	
	
	
	

	構造
	耐　火・木造
準　耐・その他
	
	
	

	内装制限
	建築基準法　　　　消防法　　　　なし
	
	
	

	敷地面積
	　　　    ㎡
	建築面積
	　　   　㎡
	竣工予定日
	　 　年   月　　 日

	階別
	
	
	
	
	
	合計

	床

面

積
	申請部分
	
	
	
	
	
	

	
	申請以外の部分
	
	
	
	
	
	

	
	合計
	
	
	
	
	
	

	用　　　　　途
	
	
	
	
	
	

	消防用設備等
	消火器
	
	
	
	
	
	

	
	屋内消火栓
	
	
	
	
	
	

	
	自動火災報知設備
	
	
	
	
	
	

	
	非常ベル等
	
	
	
	
	
	

	
	放送設備
	
	
	
	
	
	

	
	誘導灯
	
	
	
	
	
	

	
	避難器具
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	有窓無窓の別　　
	
	
	
	
	
	


	防炎物品の使用
	
	
	
	
	
	

	備考
	

	
	

	
	

	お　知　ら　せ
	１　使用開始の日の7日前までに防火対象物使用開始届を消防長に提出して、消防機関の検査を受けてください。

２　消防用設備等の工事をするときは、工事に着手する日の１０日前までに消防用設備等着工届又は消防用設備等工事計画届を消防長に提出してください。
３　消防用設備等の工事が完了したときは、完了の４日以内に消防用設備等設置届を消防長に提出してください。
４　消防法施行令別表第１（１）項から（４）項まで、（５）項イ、（６）項、（９）項イ、（１２）項ロに該当する防火対象物において使用するカーテン、じゅうたん等は、防炎性能を有する物品を使用してください。
５　収容人員が消防法施行令別表第１（１）項から（４）項まで、（５）項イ、（６）項、（９）項イ、（１６）項イに該当する防火対象物にあっては３０人以上、その他の防火対象物にあっては５０人以上となるときは、資格を有する者の中から防火管理者を選任し、消防長に届け出てください。
６　上記の防火管理者は、消防計画を作成して、使用開始の日までに消防長に届け出てください。

	詳細については、丹波篠山市消防本部〔(（079）594-1118〕予防課予防係へお問合せください。


※印のある部分は記入しないでください。
消防用設備等設置計画書について
１　正は消防用図書のかがみとして添付し、副は確認申請書(副)の付近見取図の前に綴じ込んでください。

２　消防用図書として次のものを提出してください。

付近見取図、敷地内配置図、平面図、立面図、求積図、その他必要な図面

３　※印の欄は記入しないでください。

４　この計画書は、消防法上棟ごとに作成してください。なお消防法上の棟のとり方については、「消防用設備等の設置単位について」（昭和50年3月5日付け消防安第26号）を参考にしてください。

５　丹波篠山市内における確認申請書は、丹波篠山市消防本部予防課となっていますので、確認申請書（正）（副）　建築概要書、市役所用図書、消防用図書を予防課窓口までお持ちください。

　〒669-2451　　兵庫県丹波篠山市北40－2　　　丹波篠山市消防本部予防課予防係　 TEL　079－594－1118

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　FAX　079－594－2070
記入要領

	　　　　欄
	　　　　　　記　　　　　入　　　　　要　　　　領

	「建築主」、「代理人」
「敷地の地名地番」

「敷地面積」

「竣工予定日」
	確認申請書と同様に記載してください。

	｢用途｣、「工事種別」
｢建築面積｣、｢床面積」
	申請にかかる消防法上の棟について記載してください。

	「構造」
	申請にかかる消防法上の棟についての構造の概要を記載すると共に該当するものを○で囲んでください。

	「内装制限」
	次により該当するものを○で囲んでください。
「建築基準法」建築基準法令の内装制限に関する規定を満足するもの（任意含む）

「消防法」　　壁（床から1.2メートル以下の部分を含む）及び天井（天井の無い場合は屋根）の仕上げを難燃以上の材料でするもの。

「なし」　　　上記以外のもの。

	「貯蔵取扱等」
	下記のものを貯蔵若しくは取扱う場合又は設置する場合に該当するものを○で囲むとともに「品名･数量･出力･内容等｣の欄に概要を記載してください。
なお、｢種別｣の欄に該当するものがない場合は空白部分に記載してください。




	「階別」
	記載できない階がある場合は、この用紙を2枚以上使用して記載してください。

	階別の「用途」
	それぞれの階の用途を具体的に記載してください。

	「消防用設備等」
	設置を計画している消防用設備等について、階ごとに○印を記入してください。
なお、掲げられていない消防用設備については、空白欄に記載してください。

	「有窓無窓」
	消防法上有窓階である場合は「有窓」、無窓階である場合は「無窓」と記載してください。なお、有窓階の場合は必ず根拠となる計算書、図面等を添付してください。

	「防炎物品の使用」
	防炎性能を有しない防炎対象物品を使用する場合　　「考慮しない」
防炎性能を有する防炎対象物品を使用する場合　　　「考慮する」

防炎対象物品を使用しない場合　　　　　　　　　　「使用しない」

	「備考」
	消防用設備等の設置について、消防法施行令第32条の規定により特例を受けようとする場合はその旨を記載するとともに特例申請を同時に行ってください。
その他必要な事項があれば記載してください。


炉・厨房設備･温風暖房機･ボイラー･給湯湯沸設備･乾燥設備・サウナ設備･ヒートポンプ冷暖房機・火花を生ずる設備・放電加工機･変電設備･発電設備･蓄電池設備・ネオン管灯設備･火薬類･毒物･劇物･高圧ガス･液化石油ガス･圧縮アセチレンガス･危険物･指定可燃物








